
１議案に反対し、１４の議案に賛成しました 
 党議員団は、第 39号議案が市の 111の公共施設の管理業務を民間1社

に委託する債務負担行為(５年間で22億9320万円)に反対しました。 

また、第40議案については、現下の物価高騰の中で市民生活の下支えを

するための更なる施策を求め、賛成しました。 

幅
広
い
市
民
が
物
価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
か
ら 

市
民
生
活
を
下
支
え
す
る
施
策
の
充
実
を
求
め
る
！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

日本共産党議員団です

＜令和７年６月定例会特集＞202５年８月号 
【発行】 日本共産党市会議員団 

連絡先☎FAX：７５-４５５８(小西) 

決議第1号 沖縄戦の歴史に 

真摯に向き合う決議」を提案 
 党議員団は、自民党の西田参議院議

員の「ひめゆり発言」に対して標記の決

議を提案しました。党議員団以外の会

派が反対して否決となりました。 

市
内
公
共
施
設
の
管
理
業
務
委
託
（第
３
９
号
議
案
）に
反
対 

補
正
額
２
億
２
１
９
７
万
円
で
、
市
立
認
定
こ
ど
も
園
等
の
移
行
改
修

支
援
や
施
設
整
備
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
事
業
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
事
業
等
は
直
ち
に
事
業
化
す
べ
き
。
し
か
し
、
本
市
公
共
施

設
１
１
１
施
設
の
管
理
業
務
を
民
間
一
社
に
「
業
務
委
託
」
す
る
経
費
５

年
間
で
２
２
億
９
３
２
０
万
円
の
債
務
負
担
行
為
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

市
内
に
は
小
学
校
や
中
学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設
な
ど
約
３

０
０
の
公
共
施
設
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
か
ら
会
派
と
し
て
表
明
し
て
い
る

よ
う
に
、
公
共
施
設
は
住
民
福
祉
の
増
進
、
社
会
・
経
済
活
動
の
基
盤
と

な
っ
て
お
り
、「
自
治
体
の
仕
事
の
根
幹
を
な
す
も
の
」
と
考
え
る
。 

し
か
し
、
１
９
９
０
年
前
後
の
小
泉
構
造
改
革
で
、
国
に
よ
る
構
造
改

革
路
線
・
新
自
由
主
義
政
策
が
強
ま
り
、「
民
で
で
き
る
こ
と
は
民
で
」

「
民
間
活
力
の
活
用
」
と
し
て
、
市
役
所
業
務
の
民
営
化
・
民
間
委
託
な

ど
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
狙
い
は
「
財
政
の

効
率
化
」
を
口
実
と
し
た
コ
ス
ト
の
削
減
、
公
共
業
務
の
市
場
化
だ
。 

本
市
で
も
業
務
委
託
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
が
、
人
員
削

減
と
相
ま
っ
て
次
々
と
導
入
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
各
地
で
委
託
業
務

の
破
綻
が
次
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。 

包
括
業
務
委
託
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
じ
わ
じ
わ
と
自
治
体
の
力
量
を

奪
い
、
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
災
害
時
の
対
応
や
、
政
策
立
案

能
力
の
弱
体
化
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ
る
。
結
局
は
住
民
に
不
利
益
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
業
務
委
託
は
や
め
て
、
職
員
の
増
員
と
公
務
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
こ
そ
力
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

＊[

補
正
第
１
号] 

の
内
容  

 
 

⚫

定
額
減
税
補
足
給
付
金
給
付
事
業
費 

２
億
１
０
０
０
万
円 

＊
令
和
６
年
度
減
税
に
不
足
額
が
生
じ
た
方
の 

差
額
支
給
な
ど 

 
 

 

・
想
定
対
象
者 

お
よ
そ
６
０
０
０
人 

 〈
補
正
予
算
第
２
号
の
主
な
事
業
内
容
〉 

⚫

志
楽
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の 

移
行
事
業
費
補
助
金  

７
８
９
１
万
６
千
円 

⚫

タ
ン
ポ
ポ
こ
ど
も
園
、
森
の
子
ら
幼
稚
園 

施
設
整
備
補
助
金 

１
７
８
１
万
９
千
円 

⚫

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
事
業
費 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

１
億
１
５
２
３
万
５
千
円 

 
     

・
希
望
者
５
０
０
０
人
分 

＊
自
己
負
担
は
４
５
０
０
円 

⚫

台
風
７
号
小
原
地
区
の
復
旧
工
事 

*

山
腹
工
１
式  

１
０
０
０
万
円 

 

⚫

公
共
施
設
管
理
業
務
委
託
経
費 

  

５
年
間
で 

２
２
億
９
３
２
０
万
円
の 

債
務
負
担
行
為 

 
 

医療・介護労働者の賃金改善を国に求 

める意見書の請願（医労連提出）に賛成 
 医療・介護崩壊の危機にあたり、ケア労働

者の待遇改善こそ必要と賛成しましたが、党

議員団以外の反対で否決となりました。 

六
月
定
例
会
の
討
論 

物
価
高
騰
対
策
等
の
第
４
８
号
議
案
に
賛
成 

 

令
和
７
年
度
舞
鶴
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
国
の
交
付
金

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
地
方
創
生
交
付
金
」
３
５
６
２
万
３
千
円
と
一
般
財

源
３
万
５
千
円
で
、「
ま
い
づ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
２
０
２
５
発
行
事
業
」

の
補
正
予
算
。
こ
れ
ま
で
の
プ
レ
ミ
ア
率
を
３
０
％
（
１
万
円
で
１
３
０
０

０
円
分
の
商
品
券
）
を
５
０
％
に
引
き
上
げ
、
発
行
部
数
を
２
０
０
０
セ
ッ

ト
増
や
し
て
１
２
０
０
０
セ
ッ
ト
発
行
す
る
事
業
で
、
生
活
者
支
援
強
化
と

地
域
内
消
費
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
依
然
と
し
て
コ
メ
を
は
じ
め
食

料
品
や
燃
料
費
な
ど
の
物
価
高
騰
な
ど
で
、
市
民
の
暮
ら
し
は
大
変
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。「
買
い
物
の
回
数
を
減
ら
し
て
い
る
。」「
食
事
の
回
数
を
一
日

２
食
に
し
て
い
る
」
な
ど
の
声
に
、
節
約
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
い
る

実
感
だ
。
物
価
高
騰
で
困
窮
し
て
い
る
市
民
が
、
さ
っ
と
一
万
円
を
出
し
て

は
た
し
て
商
品
券
を
買
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
き
な
疑
問
が
残
る
。
委
員
会

審
議
の
中
で
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
率
が
大
き
す
ぎ
る
」「
税
の
公
平
性
が
ど
う
な

の
か
」
と
い
う
議
論
が
さ
れ
た
。 

市
民
生
活
の
下
支
え
を
求
め
る 

幅
広
い
市
民
が
長
引
く
物
価
高
騰
で
苦
し
ん
で
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
国
の

交
付
金
や
財
政
調
整
積
立
金
な
ど
の
一
般
財
源
を
有
効
に
使
い
、
低
所
得
世

帯
や
子
育
て
世
帯
な
ど
に
１
万
円
の
給
付
や
同
等
の
お
米
券
の
支
給
、
生
活

保
護
世
帯
へ
の
夏
季
加
算
、
病
院
や
介
護
、 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
に
、
さ
ら
に 

物
価
高
騰
等
の
負
担
軽
減
対
策
の
た
め
に 

支
援
を
強
め
る
な
ど
市
民
生
活
を
下
支
え 

す
る
施
策
の
充
実
を
求
め
る
。 

  
 

 

「北陸新幹線の京都北部ルートを再考することを求める決議」に反対 
 自民党２会派と超党・市民ファースト提出。子や孫に過大な負担を残し、環境負荷も大きい

新幹線延伸事業には反対しました。公明と共産は反対でしたが、賛成多数で可決されました。 

第５1号議案 赤れんが６号棟保存修理工事（２億４５３０万円）に反対 
 追加提案された赤れんが6号棟の保存修理工事については、1棟当たり保存修理工事

費だけで１３億４千万円、３棟分で４０億円を超える事業。空調、照明、水道など工事等

で、今後もさらに事業費が増えることになる。文科省の有利な補助金６５％の事業とは言

え、物価高騰対策を優先すべきとして反対しました。 

 

 

 

市に農業の渇水対策の申し入れ（８月５日） 
 高温・少雨による渇水状態が続き、稲の立ち枯

れなどの農業被害も出ていることから、１被害の実

態把握を、２助成の検討を ３被害の共済申請

を、の３項目を議員団で緊急に要請しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
維
持
や
社
会
参
加
促
進
の
た
め
に
も 

加
齢
性
難
聴
者
に
補
聴
器
購
入
補
助
を
！ 

 

伊
田 

悦
子 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
発
「
使
用
済
み
核
燃
料
の
「
陸
上
保
管
計
画
」 

関
西
電
力
に
市
民
へ
の
説
明
会
を
求
め
よ
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
西 

洋
一 

議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
内
事
業
所
で
訪
問
介
護
の
休
止
相
次
ぐ 

介
護
事
業
の
危
機
へ
の
対
応
強
化
を
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉 

悦
子 

議
員 

202４年７月号 こんにちは日本共産党市会議員団です 

小
杉 

昨
年
四
月
の
報
酬
改
定
で
、
全
国
的
に
医
療
と
介
護
の
危
機
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
市
内
事
業
所
で
訪
問
介
護
事
業
な
ど
の
休
止

が
相
次
い
で
い
る
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
身
体
介
護
、
生
活
介
護
を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
地
域
生
活
を
保
障
す
る
在
宅
介
護
の
大
き
な
柱
で
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
だ
。
と
こ
ろ
が
、
潜
在
的
に
人
手
不
足
の
上
に
、
報

酬
単
価
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
を
休
止
せ
ざ
る
を
え
な

く
な
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
。
「私
た
ち
の
仕
事
が
正
当
に
評
価
し
て
も
ら
っ

て
い
な
い
と
痛
切
に
感
じ
た
。
」「利
用
者
さ
ん
の
『あ
り
が
と
う
』と
い
う
言

葉
に
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
が
、
国
が
大
事
な
仕
事

と
認
識
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
こ
と
が
と
っ
て
も
残
念
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

下
が
る
。
」と
の
事
業
者
の
声
だ
。
事
業
の
休
止
等
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
利
用

で
き
な
い
状
況
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
。
４
０
歳
か
ら
す
べ
て
の
国
民
は

介
護
保
険
料
を
払
い
、
必
要
な
時
に
利
用
で
き
る
の
が
介
護
保
険
制
度
。
事

業
所
の
都
合
や
地
域
に
よ
っ
て
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

市
の
対
応
を
問
う
。 

市
の
答
弁 

訪
問
介
護
事
業
所
の
休
止
等
に
よ
り
、
利
用
者
が
不
利
益
を

被
る
事
態
は
望
ま
し
く
な
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

利
用
者
の
代
替
え
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
漏
れ
が
な
い
よ
う 

依
頼
す
る
等
、
必
要
な
対
応
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。 

市
民
へ
の
説
明
会
を
求
め
る
！ 

小
西 

関
西
電
力
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
を
地
上
で
の
「
乾
式
貯
蔵
」
計

画
を
規
制
委
員
会
に
申
請
し
、
５
月
に
認
定
さ
れ
た
。
事
実
上
の
中
間
貯

蔵
施
設
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
不
安
の
声
が
あ
る
。
市
と
し
て
、
関

西
電
力
に
対
し
て
、
市
民
へ
の
説
明
会
を
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 
 

市
の
答
弁 

使
用
済
み
核
燃
料
対
策
は
、
国
や
電
力
事
業
者
が
責
任
を
も

っ
て
対
応
さ
れ
る
も
の
。
今
後
も
国
と
関
西
電
力
に
安
全
対
策
と
市
民
へ

の
丁
寧
な
情
報
提
供
を
求
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

小
杉 

事
業
継
続
に
は
人
材
確
保
と
報
酬
単
価
の
引
き
上
げ
が
欠
か
せ
な

い
。
市
と
し
て
人
材
確
保
の
支
援
策
の
検
討
を
求
め
る
。
ま
た
、
引
き
下
げ

ら
れ
た
介
護
報
酬
の
増
額
が
な
い
と
事
業
継
続
が
で
き
な
い
。
国
に
次
期

の
改
定
を
待
た
ず
に
増
額
の
要
望
を
す
べ
き
と
考
え
る
。
市
独
自
の
財
政

的
支
援
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

市
の
答
弁 

令
和
４
年
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
ヘ
ル
パ
ー
が
特
に
不
足
し
て
い
る
と
い
う
結
果
で
、
そ
の

深
刻
さ
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
特
に
不
足
し
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
の
育

成
や
確
保
、
離
職
防
止
等
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
し
進
め
て
い
く
た
め
、

現
在
、
介
護
事
業
所
等
の
関
係
者
か
ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
打

ち
出
す
べ
き
か
等
に
つ
い
て
、
意
見
聴
取
を
進
め
て
い
く
と
こ
ろ
だ
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
安
定
提
供
に
直
結
す
る
介
護
人
材
の
確
保
や
、
介
護
報
酬
以
外
の

部
分
で
事
業
所
の
業
務
負
担
、
財
政
的
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
な
支
援
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

高
齢
世
帯
等
へ
の
「
エ
ア
コ
ン
助
成
」
を
！ 

小
西 

昨
年
６
月
の
定
例
会
で
、
今
に
ち
の
熱
中
症
対
策
に
と
っ
て
「
家

庭
の
エ
ア
コ
ン
は
ま
さ
に
命
綱
。
全
国
で
１
１
自
治
体
、
東
京
都
の
６
区

に
助
成
が
広
が
っ
て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
、
一
人
親
世
帯

等
へ
上
限
１
０
万
円
の
助
成
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
の
答
弁 

国
の
事
業
と
し
て
「臨
時
特
別
給
付
金
」等
の
事
業
が
行
わ
れ

て
お
り
、
市
独
自
の
支
給
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。 

伊
田 

正
常
な
聴
力
は
徐
々
に
損
な
わ
れ
る
。
５
０

代
、
６
０
代
か
ら
内
耳
が
傷
み
始
め
、
加
齢
性
難
聴
と

な
り
、
放
置
し
て
お
く
と
「認
知
症
の
危
険
性
が
高
ま

る
」と
医
師
会
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
し
か
し
、
加

齢
性
難
聴
の
必
需
品
で
あ
る
補
聴
器
は
、
片
耳
だ
け
で

も
１
０
万
円
以
上
か
か
り
、
重
い
負
担
に
な
る
。
そ
の
た

め
、
購
入
への
行
政
に
よ
る
公
的
助
成
を
求
め
る
声
が
広

が
っ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入
に
対
し
て
、
独
自
支
援
を
実

施
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
本
年
４
月
で
、
全
国
の

自
治
体
の
２
６
％
に
あ
た
る
４
５
３
自
治
体
が
独
自
助

成
を
実
施
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
独
自
支
援
を

実
施
し
、
高
齢
者
が
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。 

市
の
答
弁 

条
件
を
付
し
て
実
施
し
て
い
る
自
治
体

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
補
聴
器

購
入
に
対
し
独
自
の
助
成
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

小
西 

市
長
が
「ま
ち
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス
」と
す
る
学
校
部
活
の
「地
域
展

開
」だ
が
、
指
導
人
材
の
確
保
や
運
営
団
体
の
維
持
の
た
め
に
も
財
政
的

な
支
援
も
含
め
た
、
市
の
「公
的
支
援
」と
「公
的
責
任
」が
求
め
ら
れ
る

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。 

市
の
答
弁 

こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
と
生
涯
学
習
部
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
の
組
織
の
あ
り
方
も
含
め
担
当
窓
口
に
つ
い

て
も
検
討
し
、
ス
ム
ー
ズ
に
地
域
展
開
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。 

国
に
市
民
へ
の
説
明
会
を
求
め
よ 

小
西 

昨
年
、
「ヤ
ハ
ギ
」と
「ア
ガ
ノ
」の
二
隻
の
護
衛
艦
が
舞

鶴
基
地
に
配
備
さ
れ
た
。
今
後
、
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
機
能
を

備
え
た
攻
撃
型
の
い
わ
ゆ
る
ス
ー
パ
ー
イ
ー
ジ
ス
艦
の
舞
鶴
配

備
を
防
衛
省
幹
部
が
言
明
し
て
い
る
。
総
監
部
の
地
下
化
や

弾
薬
庫
の
増
設
な
ど
、
舞
鶴
海
上
自
衛
隊
基
地
の
増
強
計
画

に
つ
い
て
は
、
市
民
に
説
明
す
る
よ
う
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
、
市
の
見
解
は
？ 

市
の
答
弁 

我
が
国
の
防
衛
政
策
に
関
す
る
も
の
は
、
国
の
専

管
事
項
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
対
応
さ
れ
る
も
の
。
国
に
対

し
て
説
明
会
の
開
催
等
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。 

学校部活の地域展開へ 
財政支援を含む市の 
「公的責任」は⁉ 

 

 
市
独
自
に
人
材
確
保
と 

財
政
的
な
支
援
を
！ 

 

学
校
再
編
は
住
民
合
意
の
も
と
で
！ 

伊
田 

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
の
急
速
な
変
化
に
伴
い
、
「舞
鶴
市
教
育
環

境
の
あ
り
方
懇
話
会
」を
令
和
３
年
に
設
置
。
そ
の
後
、

「舞
鶴
市
学
校
規
模
最
適
化
ビ
ジ
ョ
ン
」の
案
が
示
さ
れ

た
。
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
れ
ば
、
様
々
な
教
育
施
設

や
環
境
整
備
等
の
取
組
を
推
進
す
る
と
し
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
、
文
科
省
が
公
立
小
中
学
校
の
統
廃
合
を

推
進
し
て
お
り
、
小
中
一
貫
校
の
推
進
も
そ
の
た
め
。

背
景
に
は
教
育
予
算
の
削
減
が
あ
る
。
子
ど
も
や
地
域

の
実
情
を
考
え
ず
に
、
「財
政
」を
口
実
に
統
廃
合
あ
り

き
と
い
う
国
の
姿
勢
は
本
末
転
倒
。
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後

は
、
地
域
に
入
っ
て
説
明
会
が
実
施
さ
れ
る
が
、
住
民
へ

の
丁
寧
な
説
明
で
、
保
護
者
や
住
民
と
の
合
意
形
成
が

必
要
。
ま
た
、
現
場
の
教
員
、
子
ど
も
た
ち
の
声
を
聞

く
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。 

市
の
答
弁 

市
の
考
え
方
、
全
体
像
を
示
し
、
保
護
者

や
地
域
住
民
、
教
職
員
な
ど
様
々
な
方
の
意
見
を
聞

き
、
子
ど
も
達
を
含
め
、
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 

自
主
的
な
文
化
活
動

に
対
す
る
支
援
を 

伊
田 
「音
楽
を
通
し
て

子
ど
も
達
に
生
き
る
力

を
育
む
事
業
補
助
金
」が

創
設
さ
れ
て
い
る
が
、
音

楽
に
携
わ
っ
て
い
る
市
民

は
幅
広
い
年
齢
層
。
そ
の

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
練
習
場

所
や
財
政
負
担
に
苦
労

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
グ

ル
ー
プ
へ
の
支
援
が
必

要
。
「音
楽
を
通
し
て
す

べ
て
の
市
民
に
生
き
る
力

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
の

見
解
を
問
う
。 

市
の
答
弁 

合
唱
を
含

む
市
民
の
自
主
的
な
文

化
活
動
が
積
極
的
に
発

展
し
て
い
く
よ
う
、
舞
鶴

市
文
化
振
興
審
議
会
な

ど
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、

文
化
振
興
策
を
展
開
し

て
い
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 


